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令和２年６月22日（月曜日）

午前10時０分開会

会議に付した案件

○概要説明

環境森林部、農政水産部、企業局

１．地域経済循環を支える再生可能エネルギ

ーについて

○協議事項

１．県内調査について

２．県外調査について

３．次回委員会について

４．その他

出席委員（11人）

委 員 長 満 行 潤 一

副 委 員 長 佐 藤 雅 洋

委 員 井 本 英 雄

委 員 中 野 一 則

委 員 濵 砂 守

委 員 山 下 博 三

委 員 二 見 康 之

委 員 武 田 浩 一

委 員 田 口 雄 二

委 員 重 松 幸次郎

委 員 有 岡 浩 一

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

環境森林部

環 境 森 林 部 長 佐 野 詔 藏

環境森林部次長
川 口 泰 夫

（ 総 括 ）

環境森林部次長
日 髙 和 孝

（ 技 術 担 当 ）

環 境 森 林 課 長 横 山 直 樹

自 然 環 境 課 長 黒 木 逸 郎

山村・木材振興課長 有 山 隆 史

農政水産部

農業経営支援課長 東 洋一郎

農 村 計 画 課 長 小 野 正 寛

畑かん営農推進室長 押 川 浩 一

農 村 整 備 課 長 酒 匂 芳 洋

畜 産 振 興 課 長 河 野 明 彦

企業局

工 務 課 長 新 穂 浩 一

事務局職員出席者

政策調査課主任主事 内 田 祥 太

政策調査課主査 菊 地 潤 一

○満行委員長 それでは、ただいまから持続可

能な地域づくり対策特別委員会を開会いたしま

す。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付の日程（案）を御覧くださ

い。本日は、環境森林部、農政水産部及び企業

局から地域経済循環を支える再生可能エネルギ

ーについて説明いただきます。その後、委員会

の県内調査等について御協議いただきたいと思

いますが、このように取り進めてよろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 では、そのように決定いたしま

す。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

令和２年６月22日（月曜日）
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午前10時１分休憩

午前10時３分再開

○満行委員長 委員会を再開いたします。

本日は、環境森林部、農政水産部及び企業局

においでいただきました。

なお、執行部の皆さんの紹介につきましては、

お手元に配付の出席者配席表に代えさせていた

だきます。

それでは、執行部から説明をお願いいたしま

す。

○佐野環境森林部長 おはようございます。環

境森林部長の佐野でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。

本日は、地域経済循環を支える再生可能エネ

ルギーについて、環境森林部、農政水産部、企

業局から御説明をさせていただきます。

それでは、座って説明をさせていただきます。

お手元に配付しております持続可能な地域づ

くり対策特別委員会資料の表紙を御覧いただき

たいと思います。

まず、本県の再生可能エネルギー導入の指針

であります宮崎県再生可能エネルギー等導入推

進計画について御説明をした後に、再生可能エ

ネルギーを活用した地域経済循環、地域活性化

の取組を御紹介させていただきます。

詳細につきましては、それぞれの担当課が御

説明申し上げますのでよろしくお願いいたしま

す。

○横山環境森林課長 特別委員会資料の１ペー

ジをお開きください。「宮崎県再生可能エネルギ

ー等導入推進計画」についてでございます。

エネルギーは、社会生活に欠くことができな

いものでございますが、これを豊かな森林や水

資源など本県の恵まれた自然環境を利用した再

生可能エネルギーから得ることができるように

なれば、地球温暖化対策に寄与することはもと

より、地域外への資本の流出を抑制するととも

に、雇用の創出など地域の活性化につながるほ

か、大規模災害時においてもエネルギーの確保

ができるようになります。

こういった背景のもと、本県では、１の計画

の概要にございますとおり、自然環境との調和

や国の計画等との整合性を図りながら、再生可

能エネルギーの導入を推進することを目的に、

昨年６月、令和４年度までの４年間を計画期間

といたします宮崎県再生可能エネルギー等導入

推進計画を策定したところでございます。

この計画は、（４）にございます再生可能エネ

ルギーによる持続的な社会の構築を基本目標と

いたしまして、地域で必要なエネルギーを再生

可能エネルギーで作り出し、利用することがで

きる社会、再生可能エネルギーにより地域振興

が図られるとともに、自然環境との調和のとれ

た社会を目指しております。

また、（５）にございますとおり、３つの基本

方針を定めております。

１つ目が、本県の恵まれた資源を生かした再

生可能エネルギーの導入を浸透させ、事業者だ

けでなく、一般家庭や未利用スペースなども活

用し、再生可能エネルギーの生産を行う創エネ

の定着、２つ目が、従来型の省エネの取組とと

もに、省エネ技術の向上を生かした省エネルギ

ー型社会への転換を目指す省エネの定着、そし

て、将来にわたって創エネと省エネの定着への

取組を進めていくための技術支援や人材育成な

どの体制を構築する、将来にわたり持続可能な

社会を実現するための体制構築でございます。

これに基づきまして、（６）にございます３つ

の柱で分野別施策を進めていくこととしており

令和２年６月22日（月曜日）
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令和２年６月22日（月曜日）

ます。

まず、アの再生可能エネルギー等の導入促進

でございます。本県の優れたポテンシャルを生

かした再生可能エネルギーの導入促進を図りま

して、エネルギー自給率の向上をはじめ、特色

ある地域づくり、災害に強い地域づくりを目指

すことなどを方向性としております。

次の省エネルギーの推進につきましては、省

エネが温室効果ガスの排出抑制や電気料金の節

約対策に効果的でありますことを周知し、取組

を進めることなどを方向性としております。

また、ウの持続可能な社会づくりのための体

制の構築につきましては、地域との共生を図る

ため、景観や自然環境に配慮した発電設備の導

入を推進していくことなどを方向性としており

ます。

次に、２の再生可能エネルギー導入量の推移

についてでございます。上の表は、再生可能エ

ネルギーを利用した発電について発電種別ごと

の導入量の推移を示しております。

再生可能エネルギーにつきましては、平成24

年に固定価格買取制度が開始されて以来、発電

量は年々増加しており、特に一番上の太陽光は

平成22年度７万5,000キロワットであったもの

が、平成30年度には100万キロワットを超えてお

り、大きな伸びを示しております。

下の表は、熱利用の種別ごとの推移を示して

おります。単位は、それぞれのエネルギーを利

用することでＡ重油換算でどれくらいの削減効

果があったかということで、キロリットルとな

ります。こちらは、固定価格買取制度の対象で

はなく、特に大きな伸びは見られないところで

ございます。

県といたしましては、今後とも再生可能エネ

ルギーの導入促進に努め、地域経済循環に寄与

してまいりたいと考えているところであります

が、再生可能エネルギーの導入取組の例として、

木質バイオマス発電、小水力発電と、太陽光発

電のうちのソーラーシェアリングにつきまして、

担当課から御説明をいたします。

○有山山村・木材振興課長 山村・木材振興課

でございます。資料の３ページをお開きくださ

い。木質バイオマス発電についてでございます。

（１）にありますように、県内の木質バイオ

マス発電施設につきましては、現在11施設が稼

働しておりまして、そのうちＦＩＴ制度の認定

を受けているものは、８施設となっております。

本県の豊かな森林資源や充実した生産基盤を背

景に、ＦＩＴ制度の導入以降、発電施設が増加

しておりますが、今後の稼働に向けて、既にＦ

ＩＴ認定を受けているものも９施設ございます。

これら発電施設等に使われる木質バイオマス

の利用量につきましては、（２）の表にあります

とおり、平成27年の発電施設の本格稼働以降、

大幅に増加してきておりまして、平成30年は50

万6,000生トンとなっております。

また、発電施設における木質バイオマスの買

取価格につきましては、現在、間伐等由来の未

利用材が、生トン当たり7,000円程度、一般木材

が4,000円程度で取引されておりまして、ほぼ安

定した価格で推移しております。

木質バイオマスの現状認識といたしましては、

（３）にありますように、発電施設の稼働によ

りまして、これまで山林内に放置されていた間

伐材等が有価で販売されるようになり、木質資

源の有効活用や雇用の創出、木材価格の下支え

など地域活性化につながっていると考えており

ます。

一方で、今後、さらに発電施設が増加すると、

発電事業者においては、木質バイオマスの安定
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的な確保が課題になると懸念されております。

（４）の県の取組状況でございますが、新た

な発電施設の計画に当たっては、事業者は、燃

料となる木材の安定供給や、既存用途への影響

が少ないこと等を県に事前説明することとされ

ております。このため、県におきましては、素

材生産事業者やチップ事業者の生産状況等を把

握しながら、計画内容の妥当性等の確認を行っ

ているところでございます。

また、木質バイオマスの活用に向けた支援と

いたしましては、国の事業を活用したチップ製

造施設等の整備や林地残材等の収集運搬に必要

な機械の支援を行うとともに、県の単独事業で

は、確実な再造林を条件といたしまして、運搬

距離に応じた木質バイオマスの運搬支援を実施

しております。

説明は以上であります。

○河野畜産振興課長 畜産振興課でございます。

委員会資料の４ページをお開きください。畜産

バイオマス発電についてであります。

県内の主な畜産バイオマス発電施設は、（１）

鶏ふん焼却発電施設にありますとおり、本県で

は、都城市と川南町に民営の鶏ふん焼却施設が

３基整備されており、農場から排出される鶏ふ

んの焼却を行うとともに、発生する処理熱は電

力等のエネルギーとして、焼却灰は肥料として

有効に活用されております。

施設の概要ですが、南国興産は１号基を平成13

年に国内初の鶏ふん焼却発電施設として、２号

基を平成23年度にそれぞれ整備しております。

その鶏ふん処理能力は、２基で１日当たり600ト

ン、年間20万トンを処理し、発電出力は3,000キ

ロワットとなり、電力エネルギーと蒸気熱は、

場内化成工場において自家利用しております。

次に、みやざきバイオマスリサイクルは、平

成16年度に国内最大級の鶏ふん焼却発電施設と

して整備し、１基で１日当たり440トン、年間13

万2,000トンを処理し、ＦＩＴ制度の認定を受け、

発電出力１万1,350キロワットの電力エネルギー

を売電しております。

（２）施設の稼働状況としましては、３基合

わせた処理能力は、年間33万2,000トンで、ブロ

イラー鶏ふんを中心に、表のとおり、原料受入

量は30万トンを超え、ほぼフル稼働している状

況にあります。

（３）県の取組状況につきましては、３基の

施設で県内で発生するブロイラー鶏ふんのほぼ

全てを焼却することで、農家の処理負担の軽減

や環境負荷低減に大きく貢献し、日本一のブロ

イラー県を支える要の施設となっております。

また、家畜排せつ物のさらなる高度利用に向

け、本年度、県単独事業に取り組み、関係機関

による協議会において、牛ふん等の燃焼技術の

実証調査など実用化に向けた検討を進めてまい

ります。

説明は以上であります。

○新穂工務課長 企業局工務課でございます。

それでは、５ページをお開きください。

２、小水力発電について、まず企業局におけ

る小水力発電の導入に向けた技術支援について

御説明いたします。

（１）の概要であります。企業局におきまし

ては、電気事業で培った経験やノウハウを生か

した地域貢献の一環といたしまして、平成17年

度から、市町村や土地改良区等が行う小水力発

電導入に対しまして、可能性調査などの技術支

援を行っております。

これまでの可能性調査の取組実績は、下の表

のとおり平成17年度から令和元年度までで66地

点で行っており、そのうち６地点で運転を開始
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しております。

次に、（２）の可能性調査事例といたしまして、

えびの市の田代陣の池地点について御説明いた

します。

実施年度は平成24年度で、４つの項目につい

て可能性調査を行っております。

１つ目の落差、流量測定につきましては、職

員が現地で測定を行い、その結果を基に、有効

落差を6.0メートル、最大使用水量を毎秒0.3立

方メートルとしております。

右の写真は、田代陣の池地点とは異なる場所

ではございますが、流量を測定するための様子

でありまして、上側が水路周囲の寸法測定、下

側が水路の流速測定の様子でございます。

２つ目の発電計画につきましては、有効落差

や最大使用水量から、最大出力が10キロワット、

発電電力量が年間約７万8,000キロワットアワー

としております。

３つ目の概算工事費につきましては、発電所

の建設工事費として、水槽、水圧鉄管、電気設

備等の工事費を標準工事費算定のガイドブック

などの資料を利用いたしまして、約5,200万円と

算出しております。

４つ目の経済性評価につきましては、工事費、

経費、売電収入等から事業の経済性を評価して

おります。補助金を活用した場合に、初期投資

回収年は11年としたところです。

なお、このえびの市の田代陣の池地点につき

ましては、次の農村整備課の取組事例として紹

介されております。

最後に、（３）の小水力発電導入の課題につい

てであります。

水力発電は、安定電源として重要視されてい

るところではございますが、小水力発電導入に

当たっては、以下の課題がございます。

１つ目といたしまして、年間を通じて安定し

た流量が確保できる地点が少ないこと、２つ目

といたしまして、候補地は交通アクセスの悪い

山間部が多いため、建設コストが高くなること。

３つ目といたしまして、送配電線に接続可能容

量が少ないため、接続のための負担金が高額と

なることなどの課題があり、今後の取組につき

ましては、これらの課題を踏まえ、開発を進め

ていく必要がございます。

私からの説明は、以上であります。

○酒匂農村整備課長 農村整備課でございます。

資料の６ページを御覧ください。農業水利施設

を活用した小水力発電の取組について御説明い

たします。

まず、（１）取組状況についてでございます。

農業水利施設を活用した小水力発電は、水路

やダムなどの落差等を利用して発電を行ってお

り、土地改良施設への電力の供給や売電収入に

よる維持管理費の節減など農村の活性化に寄与

することを目的としており、11施設が整備され

ております。

取組実績については、表のとおりとなってお

ります。

なお、この11施設のうち５施設につきまして

は、先ほど企業局からの説明にもありましたと

おり、可能性調査の支援を受けているところで

あります。

次に、（２）具体的な取組の事例でありますが、

１つ目は、小林市の浜ノ瀬ダム発電所でござい

ます。国営かんがい排水事業で整備された施設

で、発電出力は1,790キロワットとなっており、

売電収入は土地改良施設の電気料などに充てら

れております。

２つ目は、えびの市の田代陣の池ホタル谷小

水力発電所でございます。県単小水力発電等農
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村地域導入支援事業により整備された施設で、

発電出力が13.9キロワットの施設であり、売電

収入は、農道や用水路の補修などの維持管理費

や地域の交流活動の経費に充てられることに

なっております。

最後に取組の課題でありますが、発電施設の

建設に伴います地元負担分の資金調達について

合意が得られないこと、土地改良区などの管理

体制の強化が厳しいことによる施設の維持管理

への不安などがあります。このような課題があ

りますので、土地改良区や市町村などに対しま

して、優良事例の情報提供等を行い、導入に向

けた支援をしてまいりたいと考えております。

説明は、以上であります。

○小野農村計画課長 農村計画課でございます。

資料の７ページを御覧ください。ソーラーシェ

アリングにつきまして御説明をいたします。

まず（１）の制度の概要です。ソーラーシェ

アリング、いわゆる営農型太陽光発電とは、農

地に支柱を立てまして、営農を継続しながら上

部空間に太陽光発電設備を設置し、太陽光、ソ

ーラーを農業生産と発電とで共有、シェアする

取組であります。

イの農地法上の手続ですが、平成25年に取扱

いが明確化されまして、従来は転用できなかっ

た農地であっても、営農の継続を前提として、

支柱の基礎部分について一時転用を行うことで

太陽光発電設備を設置することが可能となりま

した。

許可期限は原則３年以内ですが、担い手が営

農する場合や荒廃農地を活用する場合等は10年

以内とすることができます。また、許可期間の

満了後も、許可の更新が可能となっております。

ウの許可に当たっての確認事項にありますと

おり、営農の適切な継続が確実であるか、周辺

の営農に支障を及ぼさないかなどを確認した上

で許可をしております。

次に、（２）の本県における設置状況ですが、

アの許可実績の表にありますとおり、平成25年

度以降、平成30年度を除き、毎年許可をしてお

りまして、許可件数は、昨年度末までに合計12

件となっております。

許可面積は、太陽光発電設備の支柱部分のみ

の面積ですが、合計で323平方メートル、パネル

の下の農地の面積は２万7,360平方メートルと

なっております。

イの主な栽培作目といたしましては、センリョ

ウやサカキ、ハランなどの花木類、ブルーベリ

ーや日向夏などの果樹類が主体となっておりま

す。

最後に（３）の許可後の対応でありますが、

農地法において義務づけられております年１回

の報告に基づきまして、営農計画が履行されて

いるか収量等の確認をいたします。

確認の中で、営農の適切な継続が確保されな

くなった場合等には、必要な改善措置を講ずる

よう事業者等に指導することとなっており、さ

らに、営農が行われない場合や発電事業が廃止

される場合、または指導にもかかわらず必要な

改善措置が講じられない場合には、発電設備を

撤去するよう指導することになっております。

説明は、以上であります。

○満行委員長 執行部の説明が終わりました。

御意見、質疑ございましたら、御発言をお願

いいたします。

○田口委員 畜産バイオマス発電について、今、

年間で約30万トン、県内で発生するブロイラー

鶏ふんの全てを焼却しているということで、こ

れは大変すばらしいことなんですが、この施設

ができるまではこの鶏ふんはどんなふうにされ
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ていたのでしょうか。

○河野畜産振興課長 鶏ふんにつきましては、

この発電施設での焼却をする前は、それぞれの

地域で堆肥化等の処理をしておりました。

○田口委員 そうしますと、この鶏ふんはバイ

オマス発電所に持ってきた場合は、これは持っ

てきた方が持込み料を払うんですか、それとも

発電施設が買い取るんですか。

○河野畜産振興課長 この鶏ふんは燃料という

ことで、有価物になりますので発電施設のほう

が買取りを行います。

○田口委員 買取り価格は幾らほどですか。

○河野畜産振興課長 会社によって、それぞれ

ございますが、平均すると、1トン当たり1,000

円程度と聞いております。

○田口委員 分かりました。1,000円ぐらいです

ね。

それから、堆肥にしていたものを焼却してい

るということですけれども、焼却しても、焼却

灰が当然出るわけですよね。その焼いた後の灰

はどうされているんですか。

○河野畜産振興課長 焼いた後の焼却灰は、肥

料の原料として販売されております。

○田口委員 それから、上の表の発電出力です

が、南国興産の１号基と２号基、ともに1日300

トンを処理して年間10万トンずつ焼いて、発電

出力が1,500ワットと。それに比べて、みやざき

バイオマスのほうは、1日440トン、年間で13万2

千トン焼いているんですが、発電出力はレベル

が全然違うんですよね。何でこんなに差が出る

んですか。

○河野畜産振興課長 発電機の能力にもよりま

すが、みやざきバイオマスリサイクルの場合は

売電を目的としておりますので、非常に効率よ

く焼却をされて、そして発電をするというので、

このような出力ということで聞いております。

○中野委員 今の、私も同じ質問をしたいと思っ

ておったんですが、発電出力と、それから最大

出力はどう違うんですかね。

○河野畜産振興課長 発電出力は、１時間当た

り、ここの表に載っているとおりなんですが、

みやざきバイオマスリサイクルで申しますと、

年間で7,400万キロワットアワーの売電をいたし

ております。

最大出力については、ちょっと今数字を持ち

合わせておりませんので、また後ほど確認をさ

せていただきます。

○新穂工務課長 ５ページの田代陣の池ですね、

こちらに私のほうで最大出力と書いております

が、水力の場合には、有効落差、水量等で出力

が変わってまいります。そのため、発電能力と

して、水力の場合は最大出力と言うようになっ

ております。

恐らくですけれども、バイオマスのほうでは、

一定の出力で発電していきますので、通常の発

電出力が最大だというふうに捉えていいのでは

ないかというふうに考えております。

○中野委員 最大出力と発電出力というのは、

あまり変わらないわけですね。呼び方ですね。

（「はい」と呼ぶ者あり）では、田代陣の池につ

いて、５ページには最大出力10キロワット、６

ページには発電出力13.9キロワットとなってい

ますが、どう違うんですかね。

○新穂工務課長 一緒であります。申し訳あり

ません。

○中野委員 一緒というのは……

○新穂工務課長 企業局で記載しておりますの

は、可能性調査のときに見込んだ最大出力でご

ざいまして、その後、実施設計、詳細設計を行

うに当たって、田代陣の池の地点では、水量が
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もっととれるということで、最大出力が増えて

ございます。それで、可能性調査のときよりも、

実際には出力が大きくなったということであり

ます。

○中野委員 では、最大出力が3.9キロワット実

際は増えたと、そんなふうに理解すればいいわ

けですね。

○新穂工務課長 そのとおりでございます。

○中野委員 そのことは分かりました。

しかし、さっき田口委員に説明がありました

が、このみやざきバイオマスと南国興産には余

りにも差があり過ぎて、さっきの説明では、

ちょっと理解しがたかった。まあ素人ですので、

あまりよく分かりませんでしたがね。何か簡単

に分かる方法はないですか。

○河野畜産振興課長 南国興産とみやざきバイ

オマスリサイクルの発電力の違いということで

すけれども、南国興産は蒸気熱を出しまして、

蒸気熱を利用して自社で使っているということ

がメインになります。電力については、自社利

用しております。バイオマスリサイクルのほう

は売電を目的としておりますので、発電をして、

そしてそれを売却するということでございます

ので、そのような電力、発電、出力ということ

になっております。

○中野委員 つまり、南国興産の場合は熱量の

ほうに回すので、この発電出力は落ちるという

ことですか。

○河野畜産振興課長 落ちるというよりも、こ

の発電出力で熱量と電気、両方を利用している

ということでございます。また、そのような能

力の発電機ということでございます。

○中野委員 これが最大発電出力、何て言うん

ですかね、モーターか何か、タービンか知りま

せんが、そういう発電の能力だというふうに理

解すればいいわけですね。

○河野畜産振興課長 はい、そのように理解し

ていただければ結構です。

○中野委員 ということは、全部を熱ではなく

発電に回せば、南国殖産でもみやざきバイオマ

スリサイクルと同じくらいの発電出力になるわ

けですね。

○河野畜産振興課長 もし全て発電し、売電す

るということになれば、そのような発電出力は

持っているということになります。熱エネルギ

ーを使っていると、エネルギーに換算して使っ

ているもんですからこのような数字になってい

るということでございます。

○中野委員 まあそういう発電能力の発電所で

あったと、そういうわけですね。その発電能力

はあるんだけれども熱に回すから、この1,500キ

ロワットで抑える発電ということでいいわけで

すね。

どうも、この後の最大出力とか発電出力とか、

何かこんがらがってしまってですね。分かりま

した。また、次、尋ねるまで分かりました。

○山下委員 今の南国興産の畜産バイオマス発

電、これは蒸気をかなり作っているから、いわ

ゆる鶏ふんの焼却に対しては発電が少ないとい

うのは、私は分かります。そこをぴしっと説明

しないといかんですね。

５ページ、６ページの費用対効果について、

６ページの浜ノ瀬ダムと田代陣の池は同じ小林

・えびのですが、それぞれ費用対効果は1,790キ

ロワットと13.9キロワットでどれぐらいになる

のか。土地改良区関係の運営で、どれぐらいの

効果が出ているのかを教えてください。

○押川畑かん営農推進室長 西諸にあります浜

ノ瀬ダムにつきましては1,790キロワットで、計

画売電で１億3,000万円程度の収入ということに

令和２年６月22日（月曜日）
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なっております。

○山下委員 費用は。

○押川畑かん営農推進室長 建設費につきまし

ては、５億6,300万円でございます。

○酒匂農村整備課長 田代陣の池につきまして

は、建設費用が7,600万円程度となっておりまし

て、売電費用につきましては270万円程度という

ふうになっております。

○山下委員 これもかんがい事業ですから、土

地改良区は費用対効果を見ながら土地改良運営

にプラスにならないといけないんですよね。だ

から、もうちょっと企業局とうまく連携をとっ

て調査を可能にしたら─今、これは売電単価

はいくらで計算しているの。

○酒匂農村整備課長 34円で計算しております。

○山下委員 この34円のＦＩＴは、期限はいつ

まで。

○酒匂農村整備課長 20年間ということになっ

ております。（「いつまで」と呼ぶ者あり）設置

から20年間ですね。

○山下委員 だから、その期限ですよね。34円

というのは。九電が持っている小水力の売電と

いうのは11円ぐらい─小水力との差というの

は、かなりあると思うんですが。

○新穂工務課長 現在、企業局で総括原価で販

売している電気料金は、１キロワットアワー当

たりに換算しますと8.6円で売電しております。

○山下委員 8.6円ですね。分かりました。

今、小水力でＦＩＴ制で34円ということは、

かなりの優位性があると思うんですよ。これは

もうやり方なんですよ。公共事業として金を当

たり前にバーッとかけていけば、かなりの建設

費がかかろうと思うんですが、やっぱり安価な

つくり方─私も小水力は、ずっと調べていま

したから、設置可能な場所というのは、かなり

あるような気がするんですよね。ただ、あなた

方は土地改良区関係だけで見るから、水利組合

とかいろんな─特に西諸とか、私の都城だっ

たら高崎とか、霧島山系の水量はものすごく豊

富にあるわけですから、もうちょっと知恵を出

してくれるとありがたいのになという思いが１

点。それと小水力の34円という売電単価の期限

ですよ、いつまでこの申請できるのかというこ

とを、ちょっと聞いていいですか。

○新穂工務課長 ＦＩＴ制度につきましては、

現在、制度改革が検討されておりまして、令和

３年度まで買取単価が決まっております。それ

以降は、改めて制度が見直されまして、100キロ

ワット未満であれば、ある程度、存続はしてい

くという方向性は示されておりますけれども、

正確にはまだ決まっていないというところでご

ざいます。

○山下委員 これは継続であろうとは思うんで

すが、ただ売電単価ちょっと違ってくるだろう

とは思うんですが─ぜひ地域おこしのために、

山村の豊富な水力、水量があるわけですから、

そういった地域おこしのためにも、何か知恵を

出していけるような取組を、ぜひ今一歩進んだ

研究をしていただくとありがたいと思います。

○酒匂農村整備課長 やはり地域の活性化とい

うことで、私どもも、少ない数ではございます

けれども、企業局さんから技術的な支援をいた

だきながら、小水力を導入しておりまして、土

地改良区とか水利組合の運営の一助として頑

張っていきたいなというふうに思っております。

○武田委員 小水力発電で串間の大束地区の市

上水路の現状が分かれば、少しお伺いしたいん

ですが。

○新穂工務課長 一ノ瀬発電所の件でしょうか。

○武田委員 はい。

令和２年６月22日（月曜日）
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○新穂工務課長 こちらは、民間のほうでやっ

ておられると聞いております。そして、系統の

容量は昼間余っておりませんで、昼間は発電で

きない、夜だけ発電できるというふうに聞いて

おります。

○武田委員 民間ですが、九州電力さんとうま

くいかずに全量を買っていただけない状態で

あったりとか、あと水路の修復等々、大分お金

もかかって、今苦労していらっしゃるみたいな

んですよね。大束の芋畑は、皆さんも御存じの

とおり、水がないのでハウス等の施設園芸がで

きない状態で、芋しかできないので芋を一生懸

命頑張っている状態なんですけれども、─今、

芋を一生懸命農政のほうで取り組んでもらって

いるんですが、10年後、20年後を考えると、う

まく畑かん事業のようなものもできないかと

思っているところで─せっかく小水力発電所

が稼働していても、24時間体制で売電ができな

い状態であれば、休んでいる間の電力をうまい

具合に活用できないかとかいろいろ考えている

ところですので、また皆様のお知恵をお借りし

たいなと思っていますので、今後ともよろしく

お願いをしておきます。

○満行委員長 要望でよろしいですか。

○武田委員 はい。

○井本委員 一つ。この木質バイオマスなんだ

けれども、燃料が安定的に供給されないといけ

ないということは分かるんだけれども、本来、

基本的に環境を守るためにバイオマスが出てき

たわけだから、工場を有するために木を切る、

ということになったら主客転倒だと思うんだよ

ね。どの辺まで木を切っていいかというのは、

はっきり出ているわけですか。

○有山山村・木材振興課長 木質バイオマスの

利用量の目標は、森林林業の長期計画でいきま

すと、令和２年に42万生トンとなっております。

一昨年、平成30年の実績は、資料の３ページの

中段に書いてございますように、50万6,000生ト

ンであることから、既に目標値を少し上回って

いるような状況でございます。

○井本委員 毎年、新しい木材が生まれるわけ

だよね。それは切っても、恐らく現状維持とい

うことになるからいいと思うんだけれども、そ

の辺も考慮して、四十何万トンという数字は出

ているわけですか。

○有山山村・木材振興課長 前回の森林林業の

長期計画の目標数値につきましては、その時点

の森林資源の量とか経済活動の規模を予想しま

して、その需要にも合った形でどのぐらい使わ

れるかといったところから算出していると思わ

れるんですけれども、今現在、森林林業長期計

画は、ちょうど見直しの時期でもございますの

で、委員御指摘の点も踏まえて、今後の計画に

反映していきたいと思います。

いずれにしても、木質バイオマスをどのよう

な形で使うか─森林資源、山から出てきたも

のを、まず建築材料といったもので使った後に

紙だとかボード類、その先に燃料としての利用

が基本にあると思います。そういった、いわゆ

るカスケード利用という考えの基に、木質バイ

オマスの燃料利用については検討していきたい

と思います。

○井本委員 そのとおりですよね。昔ならとも

かく、今こんなにほかのエネルギーがあるとき

に、材木を燃やして燃料にするというのは非常

に原始的な考えだけれども、最後に使うという

ことが木質バイオマスのありがたさだと思う。

それからもう一つ、基本的なことをお聞きし

たいんだけれども。いまだもって地球温暖化で

はないんだと言う学者たちがいるんだけれど、

令和２年６月22日（月曜日）
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これはどうなのかね、本当なのかな。誰か分か

る人いないかね。

○横山環境森林課長 そのような学者さんがお

られることも承知しておりますが、正しいとこ

ろは私どもも分かりません。

○中野委員 関連です。木質バイオマスの燃料

利用量ですが、今稼働している11施設で42万ト

ンの利用目標を既に超えているという話でした

が、今既に11施設と別に８施設が認定されてい

るんですよね。これが全て稼働した場合は、ど

うなるんですか。

○有山山村・木材振興課長 今、中野委員がおっ

しゃられているのは、３ページの（１）にあり

ますように、まず、県内の木質バイオマス発電

の11施設、そのうちＦＩＴ認定を受けているも

のが８施設あります。また、今後の稼働に向け

て、現在９施設、未稼働のＦＩＴ認定を既に受

けているものがありますが、この９施設が動い

た場合の話かと思われます。これらにつきまし

ては、９施設のうち６施設が、例えば、燃料が

輸入ペレットだったり、ＰＫＳという輸入ヤシ

がらといった燃料だったり、発電の規模が小さ

い40キロワットなどが中心となってございます。

○中野委員 今後、稼働するものは８つと言い

ましたが、９つあるんですね。しかし、ＦＩＴ

制度に乗っているのは、11施設のうちの８施設

ということですよね。この11施設の規模が小さ

いのやらあるから、今後はいろいろ整理をされ

ていくという説明だったんですかね。

○有山山村・木材振興課長 再度説明申し上げ

ますと、今後の稼働に向けてＦＩＴ認定を受け

ている未稼働の９施設のうち、６施設が輸入ペ

レットや輸入ヤシがら、また40キロワットぐら

いの小規模なものになっておりますので、今後

の全体の木材の需給動向を注視していかないと

いけないんですけれども、今、認定している未

稼働のものについて懸念するような、そこまで

の状況ではないと思っております。

○中野委員 それから、この木質バイオマスの

原料は、木そのものから、葉っぱまで全て利用

しているんですか。

○有山山村・木材振興課長 枝葉を燃やしてボ

イラー炊きをしているような状況もございます

けれども、間伐された後の林地残材を山から出

して、それを利用している未利用材を利用する

パターンと、一般的に製材所に入って、製材所

でのこくずとか丸太の皮、バークといったもの

を利用する場合がございます。一概に全部が枝

葉ではない、また丸太であるとは言い切れませ

んが、一般的には先ほど井本委員にお答えした

ように、製材で使われない、なかなか利用が難

しいＣ材とかＤ材とかいう、いわゆるグレード

の低い曲がったような丸太や細い丸太が燃料利

用されているという状況にございます。

○中野委員 山が痩せるということにはならな

いですかね。我々が若い頃は、山が痩せると叱

られながら、あちこち山の落ち葉を取っていた

んですよね。落ち葉とか、そういうもので山は

維持されているはずですよね。それを全部燃や

してしまうと大変なことになるなと、その枝葉

をどうするんだろうかと思って質問したのです

が。

○有山山村・木材振興課長 今、山から木を運

び出すときには、山で玉切って枝葉を落として

いますが、その枝葉を全部山から回収してバイ

オマス利用をしているかというと、やはりかさ

ばるものですので、そこまではできずに枝葉と

して残しているわけですから、ある程度の栄養

分は山に残っていると考えております。

○山下委員 関連で、ちょっと教えてほしいん
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ですが。今、宮崎県の丸太生産量は180万トンぐ

らいかな、二十数年、日本一だということで

─宮崎県の経済なんですが、市場に出荷され

る丸太生産量の換算はその立米の数ですか、そ

れとも山で切り倒した全てのものが丸太の換算

という算出方法をしているの。

○有山山村・木材振興課長 ちょっと正確では

ないかもしれませんが、丸太生産量は素材生産

量という言い方なんですね。丸太で製材工場と

か利用施設に持ってきた量を丸太換算して、200

万立方メートルというのが、今29年連続日本一

という杉素材生産量の数字になっています。

それと、バイオマス利用のうち、製材工場に

入った部分は200万立法メートルに内数としてカ

ウントされるんですけれども、今まで間伐され

て山に置いていて利用されているものは、また

別に、この50万6,000生トンに入っておりますの

で、素材生産量の内数として、バイオマス燃料

利用が全て入っているわけではございません。

バイオマス発電が進んだことによって山から

出されるものがあるということで、より山が地

域経済に還元しているような形で─山から出

されて有価で取引できるようになって地域経済

にも貢献しているというような考えですが、先

ほど申し上げた目標量と利用量と、そういった

ものを見ながら、今後の施設については慎重に、

県としても判断していかないといけないのかな

と思います。

○山下委員 やっぱり我々が数字としてしっか

りと確認しておかないといけないのは、宮崎県

の山の中で─いわゆる成長の立米数というの

が出ていますよね、毎年木材というのはこれぐ

らいの太りがあるから、材としては幾ら200

万、180万立方メートル切ろうが大体の立米数と

しては、宮崎は、まだ飛躍的に、材の利用量、

全体の利用量というのは伸びていくんですよと。

そして、私たちが感じておかないといけない

のは、バイオマスで使われる50万5,000トンをプ

ラスしたものが、宮崎県の木材の搬出になって

いるんだよということを、ある程度頭に入れて

おかないといけないということですよね。

もう一つ確認したいんですが、例えば、家の

廃材なんかもバイオマスプラントに運ばれてい

るんですか。

○有山山村・木材振興課長 いわゆる建築廃材

というものも、バイオマス施設に運ばれている

ものもございますが、一般的に調達価格が13円

になっていまして、未利用材の間伐材とか、山

から今まで使われてなかったものについては32

円と差別化されており、利用を促進するほうに

調達価格が高く設定されているということに

なっております。

○山下委員 分かりました。

○濵砂委員 関連でいいですか。ちょっと素朴

な質問で。未利用材が7,000円、一般木材が4,000

円、これは何を指して一般木材なんですか。

○有山山村・木材振興課長 これは、国のほう

で定めている、発電利用に供する木質バイオマ

スの証明のためのガイドラインにて、適正な間

伐、主伐といった山から出されたものは、供給

者が証明書を添付して次の利用者に渡すという

ルールが決まっていまして、価格としては32円

とか、2,000キロワット未満は40円というふうに

決まってございます。

○濵砂委員 一般木材というのは、どういうも

のですか。

○川口環境森林部次長（総括） この7,000円

と4,000円なんですが、間伐材等由来の未利用材

というものにつきましては─昔、施業計画と

いっていましたが─経営計画を立てて、これ
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からこの森林はどういうふうに維持管理してい

くかという計画の下に行われた間伐材、これに

つきましては、結局、木質バイオマスとして利

用、燃焼した場合は32円で売電されますよとい

うことになりますけれども、こういった間伐材

等由来ということになりますと、これからもちゃ

んと切って植えて使うという循環する森林だと

いうことが、経営計画書を立ててやっていると

認められたものでございますので、そういった

証明書をつけたものであれば32円で売電されま

すよと。

そういった循環をしていくということが担保

されていないものを一般材扱いとしていますの

で、これにつきましては24円ということになっ

ております。当然、きちっと循環利用していく、

環境に優しい持続的なものであるという経営管

理された森林から出された間伐材等につきまし

ては7,000円ということで、そこで差別化されて

いるということでございます。

○有山山村・木材振興課長 すいません、今、

環境森林部次長より説明をさせていただいたん

ですが、適正に管理された山から出された間伐

材とか主伐材、これが32円とか、2,000キロワッ

ト未満については40円とか、そういった調達価

格が有利になっております。先ほど申し上げた

ことを訂正したいんですけれども、一般木材と

いうのは、一旦、製材工場に入って、─のこ

くず、皮とかいったものを製材端材と呼んでい

ますが─そういったものを一般木質材、また、

輸入材とか、いわゆるＰＫＳ、パームヤシ、ヤ

シがらといったものもそこに入ってございます。

○濵砂委員 というと、普通の山にある広葉樹

ですよね、カシノキとかシイノキとか、雑林の

木材というのは、ここには持ち込めないんです

か。

○有山山村・木材振興課長 広葉樹の場合、い

わゆる直材、真っすぐな材ではないので山から

効率的に出しにくいといった特徴がありまして、

山にチッパーを持っていって細かくして運搬す

るというのも、なかなか大変なものですから、

広葉樹のチップ材というのは、まだまだ使われ

ていないということだと思います。

逆に広葉樹でよく使われるのは製紙なんです

けれども、それは、ほぼ輸入に頼っているよう

な状況です。ですので、製紙会社というのは、

立地が海に面して立地されているというような

状況と承知してございます。

○濵砂委員 今、杉の売価が9,000円程度ですよ

ね。木質バイオマスの場合に未利用材が7,000円

ですから、そうすると2,000円しか差がないんで

すけれども、そんな面倒くさいことをせずに、

杉をもう全部出すと。それで持ち込んでも、あ

まり変わらないような状態になるんじゃないか

なと思うんですが。そこにきて、これは間伐材

だとか、これは山を切って出した木材だという

のが分かるんですか。証明書か何かで分かるよ

うになっているの。

○有山山村・木材振興課長 山から出たものは、

間伐材とか主伐材とか見た目だけではなかなか

分からないので、伐採業者が証明をつけており

ます。先ほどおっしゃられたように、今までも

材価が下がってくると、仕分けするのが面倒く

さいから全部発電施設に持っていったほうがい

いんじゃないかというふうなことも起きており

ます。

なぜ価格が下がるかというと、木材の需要、

住宅需要が落ちているということ。その需要開

拓、需要拡大に取り組まないと、なかなか価格

回復がされないので、適切に山にお金を戻す、

再植林に意欲を高揚させるためには、適正な価
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格で取引されるということが大切で、そういっ

た取組を進めていかないといけないと考えてお

ります。

○有岡委員 ２ページの中でお尋ねしたいんで

すが、地熱発電は令和４年度に2,000キロワット

という計画があるようですが、現在、具体的な

計画が進んでいらっしゃるのかどうか、まずお

尋ねしたいと思います。

○横山環境森林課長 具体的に進んでいるもの

としましては、えびのの尾八重野地域における

地熱発電事業がございます。出力2,000キロワッ

ト以上でございます。

○有岡委員 2,000キロワットというのが、例え

ば、大分の杉乃井ホテル、ここは2,000キロワッ

トぐらいの施設を持っているということで、そ

のぐらいの規模なのかなというふうに思うんで

すが。大分の九重では農業にも地熱を生かして

いるということで、本県においては、そういっ

た地熱を利用した農業ということまでは今のと

ころ計画されていないのか、ちょっとお尋ねし

たいと思いまして。

○東農業経営支援課長 農業での地熱の活用に

ついては、今のところ私どもは、そういうもの

が進んでいる事例としては把握はしていないと

ころでございます。

○有岡委員 以前、門川町の株式会社ひむか野

菜光房に行かせてもらいまして、地下水を井戸

でくみ上げて、18度の温度でうまく活用しなが

らやっていたのですが、そういった意味では、

水の豊かなところでこういった地熱を利用する

と、いろんな可能性があるのかなというふうに

思いますので、またぜひ検討いただければと思っ

ております。

○重松委員 ２ページに関連して。基本的な話

なんですけれども、1,000キロワットというのは、

大体一般家庭において何世帯分になるのか教え

ていただきたいんですが。

○新穂工務課長 最大出力の1,000キロワットと

いうのは電力機の大きさでございまして量では

ございませんので、1日にどれくらい発電できる

かというので、ちょっと変わってきます。

○重松委員 量と出力の違いですね。すみませ

ん。

○有山山村・木材振興課長 参考までに、環境

白書で一般家庭で使われる年間の電力量という

のが、3,600キロワットアワーとか4,000キロワッ

トアワーになっておりますので、それで割れば、

大体何万世帯分とかそういった計算になろうか

と思います。

○重松委員 分かりました。それから、導入見

込量の合計が245万キロワット、平成30年度の実

績では220万キロワットなんですけれども、例え

ば人口比率では、全国のどのくらいの位置に、

宮崎県の自然エネルギーの出力ってあるんで

しょうか。

○横山環境森林課長 全国に占める割合という

のは、申し訳ございません。

○重松委員 全国での位置付けですね。再生可

能エネルギーが、全国においてはこのぐらい宮

崎県は進んでいるんだという位置付けが、ちょっ

と知りたいなと思いまして。

○横山環境森林課長 資源エネルギー庁が発表

しております日本のエネルギー2020、これによ

りますと、平成29年の日本の総発電量は１兆600

キロワットアワー、このうち再生エネルギーが16

％ぐらいと言われております。残念ながらその

中で宮崎県が占める割合というのは発表されて

いないところなんですが、千葉大学とＮＰＯ法

人環境エネルギー政策研究所というところが共

同研究していまして、それによりますと、宮崎
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は全国で４位ぐらいの位置だと聞いております。

○重松委員 分かりました。さらに推進してい

ただいて、持続可能な再生エネルギーを進めて

いただきたいと思います。

それから、２ページのイにある省エネルギー

の推進の中で、これから省エネ型ライフサイク

ルをどんどん進めていかないといけません。イ

ベントの開催も重要であると思いますし─環

境家計簿というのを、ちょっと説明していただ

きたいと思います。

○横山環境森林課長 環境家計簿についてのお

尋ねでございます。これは、ホームページにア

クセスしていただいて、電気の使用量、都市ガ

ス、プロパンガスという、その他の使用量、利

用量ですね、これを入力していただきますと、

大体ＣＯ２排出量として、どれぐらいを使いま

したよというのが自動的に計算される仕組みで

ございます。

○重松委員 最後ですが、そういう再生可能エ

ネルギーを活用したまちづくりが大事だと思っ

ていまして、福岡市では、すでにエネファーム

を活用した集合住宅の取組例があります。宮崎

県も例えば、水力ですとか太陽光といったいろ

んな再生可能エネルギーを全部活用したような

集合住宅を造っていくことも重要かなというふ

うに思いまして、もし計画がありましたら、そ

ういうことを進めていただきたいというふうに

思います。これは要望で終わりますけれども。

よろしくお願いいたします。

○二見委員 私も、省エネルギーについて詳し

く教えてほしいなと思ったんですが。今回は、

再生可能エネルギーの導入について、いろんな

各課における取組だったんですけれども、再生

可能エネルギーの生産が増えても、消費電力が

増えていれば、あまり意味がないとも思うんで

すが。現在のこの省エネルギーの推進の中で、

県は今どういうことを取り組んでいるのか、も

うちょっと具体的に教えてもらえないでしょう

か。

○横山環境森林課長 省エネルギーの取組に関

しましては、事業者、消費者、一般県民向けの

セミナーを行いましたり、あるいは、環境情報

センターにおきまして、省エネの取組を推進す

るための講座なども行っているところでござい

ます。

○二見委員 実際、具体的に、県として消費エ

ネルギーの利用を減らすという数値目標とか、

そういったものは、今のところないということ

なんですかね。

○横山環境森林課長 具体的に目標というのは

ございません。

○二見委員 今はいろんな家電製品とか、普通

に考えれば、古いものを新しいものに替えるだ

けで、省エネルギーになるんじゃないかなと思

うわけですよね。だから、再生可能エネルギー

の生産量を増やすことも大事だと思うんですけ

れども、エコな環境づくりというのも必要なん

じゃないかなというふうに考えるところです。

先日、新型コロナ関係のテレビを見ていまし

たら、国立競技場も造られた隈研吾さんが言わ

れていたんですが、これまでの箱物づくりの建

築、これが本当に人類の幸せにつながっていた

のかどうかということに疑問を提示しておられ

ました。実際、３密─密閉、密集、密接とい

われるように、こういったものが、この箱であ

るがゆえに起こっているわけですよね。一部の

ところに人を密集させていたと。しかし、これ

からは外気との交流をつくっていく、箱の中の

空間と外の空間がつながっているというような

ものが必要なんじゃないか─いわゆる、昔の
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町家みたいなイメージだと。家の中でも縁側と

外をつなげている、窓を開けていれば、ずっと

外と空気は入れ替わっているわけですよね。そ

ういう、昔の日本の建築様式のよさプラス、今

持っている新しい技術の融合というものが、こ

れから一つの大きなポイントになってくるんだ

というようなことを言われておりました。

だから、今、話を聞いていて、この省エネと

いいますか、住環境等ですね、また、いろんな

これからの建築物とかも出てくると思うんです

けれども、それについてもエネルギーを使わな

い施策といいますか、そういう取組が今後必要

になってくるんじゃないかなと思ったところで

す。まだそういう検討は全くされていないでしょ

うから、私もいろいろと調べてから情報を提供

できるように調査していきたいなというふうに

思っております。いかがでしょうか。今のとこ

ろは。

○佐野環境森林部長 これまで各委員の皆さん

からいろいろな御提案なり御意見いただいたと

ころでありますが、今お二人のおっしゃいまし

たエネルギー、省エネルギーの観点ですね、こ

れは、持続可能な社会をつくっていく上でも、

当然重要なポイントになっております。

この再生可能エネルギー等導入推進計画は、

昨年作成したところでありますが、本年度、環

境基本計画の見直しを行いますので、そういっ

た中で、─コロナとともに生きるというよう

な状況の変化等もありますので、そういったこ

とをどう踏まえるかというのは、なかなか難し

い問題ではあろうかと思いますが、御指摘のよ

うな点も含めて、いかに持続可能な社会を築け

るか─そしてまた、再生可能エネルギーとし

ては、本県の場合は、日照環境ですとか、全国

有数の畜産県、林業県でもありますし、さらに

は降水量が多く再生可能エネルギーの資源が豊

富にあるということを生かせる県でもあります

ので、そういったことを踏まえながら導入を促

進していくという形になろうかと思います。

また一方で、災害等の関係もございます。南

海トラフ地震などが懸念されているわけなんで

すけれども、本県で再生可能エネルギー等を活

用するような形で非常時に備えることができる

ような状況にもなればと。実際に本県は、エネ

ルギー自給率が、平成28年度の数字ですけれど

も、18.5％ぐらいしかないという状況もござい

ますので、資源をできるだけ生かすような形で、

また省エネも進めながら、持続可能な宮崎県で

あられるように貢献できればというふうに考え

ております。

○佐藤副委員長 部長、ありがとうございまし

た。

エネルギー問題に関しては、全委員が質問し

たように、大変興味が高いわけであります。で

すから、副委員長として思うんですけれども、

数字も多くあって基準がバラバラなので、もう

少し分かりやすく資料を用意し、説明をしてい

ただくといいのかなと思います。せっかくです

から、ここでの多くの質問が、聞いた後で納得

できる形で終わるようにしていただかないと、

どうも分からないまま質問の途中で、まあいい

わという感じになる部分があったように思いま

す。

その中で、２点質問させていただきます。県

内で発生するブロイラー鶏ふんは全て焼却して

いるということで、非常にいいことだと思うん

ですが、牛ふんに関しては、実用化に向けた検

討を進めているということで、やはり畜産県で、

私の周りでも牛ふんの処理が非常に問題になっ

ています。そこで、今の現状と見通しについて

令和２年６月22日（月曜日）
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聞かせていただきたい。

もう一つは、木質バイオマスの件ですが、コ

ロナで木材利用が減少し、それから輸出もストッ

プしたと。木材が余り、単価が9,000円まで下がっ

ているというようなことで先ほど質問がありま

したが、その中で、バイオマス発電所の施設が、

材料を持て余して稼働をストップしていると。

特に、日南の王子製紙辺りが、原料買入れをス

トップしているため、どうにかしてくれと、せっ

かく今まで材料を出せということで出していた

けれども、山に置き去りにせざるを得ないとい

うようなことになっている。そういう業者に対

して、ストック場を整備するとかして、平均的

に買入れをするように指導してもらいたいとい

うような意見も出ております。そのあたりの現

状を把握されているかと思うんですけれども、

指導をしていただいて、平均的に仕入れていた

だき、さらにストップをしないように、値段を

下げないようにしなければ─もともと、この

バイオマスの目的が、先ほどもありましたが、

輸送、運賃などに県から補助も出して、条件不

利なところがないように、遠いところからでも

材料が集まるようにというような意味でやって

いるわけですけれども、それがおかしな形になっ

ているということで、この２点について、教え

てください。

○河野畜産振興課長 牛ふんの処理についてで

ございます。牛ふんにつきましては、今まで堆

肥化による農地還元を基本に進めてまいりまし

た。しかしながら、作物の作付面積等の減少、

それと近年は、家畜頭数の増という状況がござ

いますので、今後、焼却について検討をしてま

いります。

ただ、この焼却においては課題がございます。

牛ふんの焼却における課題といいますのは、ま

ず、鶏ふんに比べると非常に水分が多いという

部分がございます。今現在、鶏ふんは燃やすた

めに50％以下の水分に調整しており、鶏ふん自

体は大体乾いているんですけれども、牛ふんの

場合は水分が非常に高いということで、やはり50

％以下に調整する必要があるという課題がござ

います。

それと、牛ふんは燃えるときの溶解温度が低

いということで、焼却炉内での焼却灰が炉内に

付着する可能性が高いということが研究者の方

から言われております。

そこで、焼却について、牛ふん単独で焼却す

る場合と、今現在、鶏ふんを燃やしております

が、鶏ふんと混ぜて燃やすとどうなるか、その

割合がどれが一番いいのかとか、そのような実

証調査が必要であるという課題がございますの

で、今年度から、４ページの資料の１番、（３）

の下のほうにあります、畜産バイオマスエネル

ギー利活用支援事業というものに取り組まさせ

ていただきます。

この事業の中で、熱量測定とか焼却ボイラー

等の設計なりそういうものを、民間企業のテス

トプラント等において実証調査、試験を行う予

定としており、そのための協議会も、今年度立

ち上げることにしております。

また、燃やせば灰が出ますので、その焼却灰

の利活用についても、どのように使っていくの

か、そして牛ふんの収集、運搬体制、これにつ

いても、地域によって課題がございますので、

それについても併せて検討してまいりたいと考

えております。

○有山山村・木材振興課長 木質バイオマス発

電の原木の受入れについて、今、発電施設の聞

き取りなどを行っていますが、制限していると

か、または一方で制限していないと答える施設

令和２年６月22日（月曜日）
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もあったんですけれども、そのような状況になっ

てきてございます。

というのも、バイオマス発電では普通なら製

材工場に行く材料、Ｂ材まで入ってきているよ

うな状況になってきております。輸出は止まっ

ていないんですけれども、今後の建築需要がな

かなか不透明で、コロナの影響で景気悪化に伴

い、建築需要が少なくなってくるという予測の

下で、製材工場もいっぱいです。持っていく先

がなかなか見つからずにバイオマス発電に来て

いるんだと考えております。

そういった中で、４月補正で議会にもお諮り

したセーフティネット機能強化事業の中で、緊

急連絡会議ということで、今、国や県では、こ

ういった支援策がありますということをお伝え

して、何とか雇用の維持につなげ、出材を抑制

する取組をしていく。需要拡大についてはこの

議会でお願いをしておりますけれども、需要拡

大の取組だけではなくて、一方で実際の建築、

住宅の状況を山側にもお伝えして供給を少し調

整していただく─来週にも２回目の緊急連絡

会議やるんですけれども─そういった形で山

側の素材生産を行っている事業者に対してお伝

えしまして、国の森林整備事業とともに、県の

ほうでも山の暮らしを守る森林整備支援事業と

いうことで、そういった雇用を守るということ

も講じながらやっていきたいと考えております。

今現在、アンケート調査を行っておりますけれ

ども、現時点で素材生産業者、木材加工業者と

もに５割弱が既に経営が悪化しているというよ

うな回答があり、また、経営悪化に伴う利益の

減少により、素材生産業者、木材加工業者とも

に６割が赤字に転落したと回答しております。

こういった深刻な状況のもとで供給がなかなか

止まってこないと、さらに原木価格が下落して

しまうということにもなりかねないので、供給

をできるだけ抑えてもらうような形での雇用対

策として、今後、委員の皆さんと御相談させて

いただきますこともあるかもしれませんけれど

も、そのような対策を講じていきたいと考えて

おります。

○佐藤副委員長 牛ふんについては、水分量が

高いというのは、もう昔から言われていますし、

それが課題というのは分かっているんですが、

木材も水分が多いいんですよね。木材も半分以

上が水分ですが、それを乾燥させてチップ化し

ているわけですから、この牛ふんも、水分を除

く、もしくは何かと混種をする、極端に言えば、

木材と混ぜて燃やすとか、そういう発電所を造

るとかですね。極端な考え方ですけれども、そ

ういう具合にしないと、畜産県である宮崎県の

牛ふんの処理問題については解決しない、水分

が多いからと言うけれども、水分は飛ばせば乾

くわけですから、その辺りは必要かなと思いま

す。

それから、木材の件ですけれども、このバイ

オマス発電含めて、素材業者には規模拡大をさ

せているわけですよね。補助を出して、機械を

買わせ、それからトラックも買わせているわけ

ですよね。そこに来て木材価格が下がる、仕事

がないというようなことですから、その辺りの

バランスも、しっかり考えるべきであろうと。

バイオマス発電所の原料置場がなければ、原料

置場を造らせるとかして原料をしっかり確保さ

せる。そういうふうにして、山から木材が出る

流れを止めないようにする。

もしくは、今言われた素材生産だけに特化し

ていた業者を、素材生産をせずに再造林、極端

に言ったら、切った人が植えていく─米は刈っ

た人が田植えもしてやっていくわけですから
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─木材業者も木を切るんだから木を植えろと

いう形で植林、さらにはそれを再造林していく、

下刈りもしていくというような形をしっかり

とっていくことが素材業者だと、林業事業体だ

と、それはもう前々から言われていますが、そ

れを徹底してやっていく良い機会なのかなと。

そこに対する施策を行う必要があるのかなと

思っておりますので、よろしくお願いします。

○満行委員長 要望でよろしいですか。

○佐藤副委員長 はい。

○満行委員長 時間が来ていますが、よろしい

でしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 では、ここで質疑を終わりたい

と思います。執行部の皆さん、ありがとうござ

いました。

暫時、休憩いたします。

午前11時34分休憩

午前11時37分再開

○満行委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

それでは、協議事項（１）の県内調査につい

てであります。

まず７月28日から29日に実施予定の県南調査

ですが、資料１を御覧ください。前回の委員会

におきまして、県内調査につきましては正副委

員長に御一任いただいたところですが、日南市、

鹿児島県大崎町、小林市、県立飯野高校という

日程になっています。それぞれここに書いてあ

る目的のとおり行いたいと思っておりますが、

県内調査につきましては、調査先との調整もあ

る程度進めさせていただいておりますので、で

きれば、この案で御了承いただきたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 ありがとうございます。それで

は、そのように決定いたします。

なお、諸般の事情により、若干の変更が出て

くる場合もあるかもしれませんが、正副委員長

に御一任いただきますようお願いいたします。

なお、調査時の服装につきましては、夏季軽

装にてお願いいたします。

続きまして、８月25日から26日に実施予定の

県北調査についてであります。次回の委員会は、

７月21日に開催予定であり、そこから県北地区

の調査まであまり時間がないため、早めに調査

先を選定しておく必要があります。そのため、

正副委員長でも調査事項を踏まえた調査先をあ

らかじめ検討しているところです。

佐藤副委員長は県北出身ですので、五ケ瀬町

の夕日の里づくり推進会議、高千穂町のＮＰＯ

法人一滴の会などの調査を検討しているところ

でございます。今申し上げました内容も含め、

県北調査について御意見や御要望等があれば、

お伺いしたいと思いますが、何かございません

でしょうか。

○佐藤副委員長 夕日の里は、桑野内地区で非

常に頑張っておられる地域で、一番五ケ瀬の北

側、ワイナリーもあります。一滴の会は、空き

家対策で結構有名ですけれども、県外移住者と

か、Ｉターンとかも受け入れたりしているとこ

ろです。去年も聞きましたけれども、その後、

またさらに進化しているようでありますので、

一応提案として。

○満行委員長 休憩します。

午前11時39分休憩

午前11時41分再開

○満行委員長 再開します。
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それでは、県北調査の内容につきましては、

正副委員長に御一任いただきたいと存じますが、

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは、そのような形で準備

させていただきます。

次に、協議事項（２）の県外調査についてで

あります。実施予定時期は、10月12日から14日

と、少し先ですが、現時点で御意見御要望があ

れば、お伺いしたいと思います。何がございま

すでしょうか。

休憩します。

午前11時42分休憩

午前11時45分再開

○満行委員長 では、再開します。

ただいまの御意見を参考にさせていただき、

準備を進めさせていただきたいと思いますが、

具体的な調査先の選定については、正副委員長

に御一任いただいてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 ありがとうございます。では、

そのような形で進めさせていただきます。

次に、協議事項（３）の次回委員会について

であります。次回委員会につきましては、７月21

日火曜日に開催を予定しております。次回の委

員会の執行部への説明資料要求について、何か

御意見や御要望はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 ないようですので、最後に協議

事項（４）のその他で委員の皆様から何かござ

いませんでしょうか。

休憩します。

午前11時46分休憩

午前11時51分再開

○満行委員長 では、委員会を再開します。

皆さん方に聞きました要望、書記と正副委員

長で協議させていただきたいと思います。

次回の委員会は、７月21日火曜日午前10時か

らを予定しておりますので、よろしくお願いい

たします。

それでは、本日はこれで終わります。御苦労

さまでした。

午前11時52分閉会
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